



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番　　号 地点 遺構・層 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　調 胎　　土 状　　　　態 備　　　　考
図7－1A 土坑1 深鉢 菱形構成の低い隆帯上に、竹管によ髦A続押引き文。口唇部に刻み。地
ﾉRL単節縄文。内面はナデ調整。
良好 燈褐色 精緻 口縁破片 2・3と同一
ﾂ体
図7－2A 土坑1 同上 波状口縁を呈し、菱形構成区画内の?宸ﾉ小突起をもつ。 同上 同上 同上 ロ縁破片 1と同一個体




番　　号 地点 遺構・層 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　調 胎　　土 状　　　　態 備　　　考
図7－4A 土坑1 同上 肥厚ロ縁を呈する。肥厚部に2条の 同上 黒褐色 同上 口縁破片 外面に炭化物沈線、段部に一条の沈線をもつ。口
唇部内面に押圧。
図8　・ A 埋設土器 深鉢 尖底の砲弾型の深鉢。5単位の波状 良好 暗褐色 繊維を多 底部欠損。穿 内外面に炭化

















図13－1A 遺物集中 深鉢 外面は条痕文の後にLR単節縄文、 良好 茶褐色 繊維を少 体部破片地点 内面はややかすれた条痕文を施す。 量含む
図13－2A 遺物集中 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は貝殻条良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 痕文を施す。 量含む
図13－3A 遺物集中 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は条痕文良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 を施す。上部にアナダラ属の貝殻押 量含む
し引き文。内面は棒状工具によるか
すれた条痕文。
図13－4A 遺物集中 深鉢 外面に隆帯を貼付。外面はRL単節やや 暗褐色 繊維を少 口縁部に近い地点 縄文の撚り戻しを施す。内面はナ 良好 量含む 破片
デ。
図13－5A 遺物集中 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデ。 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 量含む
図13－6A 遺物集中 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はややか良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 すれた貝殻条痕文を施す。部分的に 量含む
アナダラ属の貝殻押し引き文。
図13－7A 遺物集中 深鉢 外面はRL単節縄文の撚り戻しを施良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 す。内面はナデ。 量含む
図13－8A 遺物集中 深鉢 外面はRL単節縄文の撚り戻しを施良好 暗褐色 やや砂粒 体部破片地点 す。内面はケズリに近いヘラナデ。 を含む。
図13－9A 遺物集中 深鉢 外面はRL単節縄文の撚り戻しを施やや 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 す。内面はナデ。 良好 量含む
図13－10A 遺物集中 深鉢 外面に無節4縄文を施す。内面に棒 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 状工具による擦痕残る。 量含む
図13－11A 遺物集中 深鉢 内外面に植物茎を束ねた工具による 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片地点 ややかすれた条痕文。 量含む
図14－1A 遺物集中 深鉢 内外面に棒状工具によるややかすれ 良好 茶褐色 繊維を少 体部破片地点 た条痕文。 量含む




番　　号 地点 遺構・層 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　調 胎　　土 状　　　　態 備　　　　考
図14－3A 遺物集中 深鉢 外面はナデ、内面に貝殻条痕文。 良好 茶褐色 繊維を少 体部か底部の地点 量含む 破片
図16－1A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維を少 口縁部破片施す。口唇部に押圧、低い隆帯を2 量含む
条貼付し、上に半裁竹管による断続
押し引き文。
図16－2A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は貝殻条良好 暗褐色 繊維を少 口縁部破片 4と同一痕文を施す。隆帯上に半裁竹管によ 量含む
る断続押し引き文。
図16－3A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維を少 ロ縁部破片 4と同一施す。口唇部に押圧、隆帯上に半裁 量含む
竹管による断続押し引き文。
図16－4A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維を少 口縁部破片 4と同一施す。口唇部に押圧、隆帯上に半裁 量含む
竹管による断続押し引き文。
図16－5A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維を少 口縁部破片施す。口唇部に貝殻腹縁の刻み、隆 量含む
帯を2条貼付し、上に半裁竹管によ
る断続押し引き文。
図16－6A 前期一括 深鉢 隆帯1条、隆帯・ロ唇部上に棒状工 良好 黒褐色 繊維を少 ロ縁部破片 外面に炭化物具の押圧。外面にRL単節縄文、内 量含む
面に擦痕。
図16－7A 前期一括 深鉢 口縁断面三角形状に肥厚。肥厚部外 良好 灰褐色 精緻 口縁部破片面に貝殻腹縁文、内面にかすれた貝
殻条痕文を施す。
図16－8A 前期一括 深鉢 棒状工具による弧状の沈線文をも 良好 灰褐色 精緻 体部破片
つo
図16－9A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はかすれ良好 茶褐色 繊維を少 体部破片た条痕文を施す。 量含む
図16－10A 前期一括 深鉢 内外面にLR単節縄文を施す。さら良好 暗褐色 繊維を少 体部破片に外面に2状の細かい沈線を施す。 量含む
図16－11A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維を少 体部破片施す。 量含む
図16－12A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は条痕文良好 茶褐色 繊維を少 体部破片 外面に炭化物の後にナデを施す。 量含む
図16－13A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は条痕文良好 暗褐色 繊維を少 体部破片の後にナデを施す。 量含む
図16－14A 前期一括 深鉢 外面はRL単節縄文、内面は条痕文良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片の後にナデを施す。 量含む
図16－15A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文、内面は条痕文良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片の後にナデを施す。 量含む
図16－16A 前期一括 深鉢 内外面に植物茎状工具による条痕文 良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片を施す。 量含む
図17－1A 前期一括 深鉢 外面はLR単節縄文の撚り戻し、内良好 暗褐色 繊維を少 体部破片面はナデを施す。 量含む
図17－2A 前期一括 深鉢 外面はRL単節縄文の撚り戻し、内良好 暗褐色 繊維を少 体部破片面はナデを施す。 量含む





番　　号 地点 遺構・層 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　調 胎　　土 状　　　　態 備　　　考
図17－4A 前期一括 深鉢 内外面に櫛状工具による条痕文。外 良好 暗褐色 繊維を少 ロ縁部破片面は縦横にランダム、内面は横・斜 量含む
めに施文。
図17－5A 前期一括 深鉢 内外面に植物茎を束ねた工具による 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片ややかすれた条痕文。 量含む
図17－6A 前期一括 深鉢 内外面に植物茎を束ねた工具による 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片ややかすれた条痕文。 量含む
図17－7A 前期一括 深鉢 内外面に貝殻によるややかすれた条 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片痕文。 量含む
図17－8A 前期一括 深鉢 外面のみに貝殻によるややかすれた 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片条痕文。内面はナデ。 量含む
図17－9A 前期一括 深鉢 内面のみに貝殻によるややかすれた 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片条痕文。外面はナデ。 量含む
図17－10A 前期一括 深鉢 内外面に棒状工具か植物茎を束ねた 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片工具によるややかすれた条痕文。外 量含む
面に一部RL単節縄文を施す。
図18－1A 前期一括 深鉢 内外面に貝殻によるややかすれた条 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片痕文。外面は縦方向、内面は横方向 量含む
主体。
図18－2A 前期一括 深鉢 外面に貝殻条痕文、内面はナデ。断 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片面に疑口縁露出。 量含む
図18－3A 前期一括 深鉢 外面に棒状工具か植物茎を束ねた工 良好 暗褐色 繊維を少 底部破片具によるややかすれた擦痕。内面は 量含む
ナデ。
図18－4A 前期一括 深鉢 外面に砂粒の圧痕残る。内面はナ 良好 暗褐色 繊維を少 底部破片
デ。 量含む
図18－5A 前期一括 深鉢 内外面に棒状工具か植物茎を束ねた 良好 暗褐色 繊維を少 体部破片工具によるややかすれた条痕文を施 量含む
す。体部に横方向の強いナデを文様
風に施す。
図30－1A 黒2層 深鉢 外面にC字刺突文を連続して施文。 良好 暗茶褐 砂粒を少 体部破片内面はナデ。 色 量含む
図31－1A 黒2層 深鉢 外面はRL単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片施す。 量含む
図32－1A 黒1層 深鉢 外面はRL単節縄文、内面はナデを良好 暗褐色 繊維・砂 体部破片施す。 粒を少量
含む
図32－2A 黒1層 深鉢 外面はRL単節縄文の撚り戻し、内良好 暗褐色 繊維を少 体部破片面は貝殻条痕文を施す。 量含む
図32－3A 黒1層 深鉢 外面はLR単節縄文、内面はナデ。 良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片量含む
図32－4A 黒1層 深鉢 内外面にLR単節縄文を施す。 良好 暗褐色 砂粒を少 体部破片量含む









番　　号 地点 遺構・層 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　調 胎　　土 状　　　　態 備　　　　考
図32－7A 黒1層 深鉢 内外面に貝殻条痕文を施す。内外と烽ﾉ横方向に施文。 良好 暗褐色 繊維を少ﾊ含む
体部破片
図32－8A 黒1層 深鉢 内外面に貝殻条痕文を施す。外面はﾎめ方向、内面は横方向に施文。 良好 暗褐色 繊維を少ﾊ含む
体部破片
図32－9A 黒1層 深鉢 内外面に貝殻条痕文を施す。外面はﾎめ方向、内面は横方向に施文。 良好 暗褐色 繊維を少ﾊ含む
体部破片






番　　号 地点 層序・遣構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図21－1A 土坑2 壼 外：口縁部に凹線4条、頸部上良好 淡黄灰色～淡黄燈 細砂若干位ナデ、頸部中位ナナメハケ、 灰褐色、淡黄灰褐
頸部下位ナデによる凹線、内： 色～淡黄灰色
タテハケ後ナデ
図21－2A 土坑2 壼 外：口縁端部に凹線3条、直交良好 淡黄灰褐色 粗砂わずか、白色粒子比較する沈線施文、ロ縁部～頸部ヨ 的多
コナデ、内：ヨコナデ








図21－6A 土坑3 甕 外：ロ縁端部ナデ、擬i凹線、頸 良好 暗茶褐色、煤付 石英部～体部タテ、ヨコ方向ヘラミ 着、茶褐色
ガキ、内：口縁部ナデ、体部強
めの縦方向ナデ
図21－7A 土坑3 甕 外：口縁部ナデ、擬凹線、頸部 良好 灰茶褐色、煤付 精良～体部ヨコ方向ヘラミガキ、 着、明茶褐色
内：ナデ、体部ミガキ？ヘラ状
工具でかきとったような痕跡
図21－8A 土坑2 甕 外：ヘラミガキ、内：ヘラケズ 良好 淡灰褐色、外面煤 細砂、細礫少
リ 付着
図21－9A 土坑2 甕 外：縦方向ミガキ、内：体部下 良好 黄灰褐色～黒褐 細砂、粗砂多半ヨコハケ後ナデ、体部中位ハ 色、明黄褐色～暗
ケ後ケズリ 赤褐色～黒褐色
図34－1A 土坑2 甕 外：ナデ後突帯貼り付け、刻 良好 淡黄白色～淡灰茶 細砂、粗砂比較的多目、内：ナデ 褐色、淡灰黄褐色
図34－2A 土坑2 甕 突帯に刻目、内：ナデ 良好 燈褐色 細砂、粗砂多、稀に小礫
図34－3A 土坑2 甕 外：突帯貼り付け、刻目、器壁 やや 明榿褐色 細砂若干摩滅のため調整不明 不良
図34－4A 黒2 甕 外：ナデ後突帯貼り付け、刻 良好 淡茶褐色、茶褐色 細砂、粗砂、細礫多目、内：条痕




番　　号 地点 層序・遣構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図34－6A 南東撹乱 甕 内外：ナデ、口縁端部刻目 良好 明茶褐色、暗茶褐 細砂、粗砂多色
図34－7A 深堀 甕 内外：器壁摩滅著しく、調整不 やや 暗榿褐色、榿褐色 細砂、粗砂多、角閃石、雲明、口縁部無刻目突帯文 不良 母、石英等の粒子多
図34－8A 黒2 波状ロ 外：器壁摩滅、調整不明、内： 良好 榿褐色、茶褐色 細砂、粗砂若干縁浅鉢 沈線で文様
図34－9C 黒3 甕 外：口縁部ヨコナデ、体部ナナ 良好 暗茶褐色～黒褐 粗砂、細礫多、白色微粒子
メ方向の条痕、煤付着、内：ナ 色、暗燈褐色 多
デ
図35－1A 黒2 甕 外：口縁部刻目、ナデ、体部タ 良好 暗赤茶褐色～暗茶 粗砂、細礫比較的多テハケ後沈線3条、内：ロ縁部 褐色、暗榿褐色
～頸部ナデ、体部タテハケ
図35－2A 黒1 甕 外：ロ縁部刻目、口縁部～体部 良好 暗黒褐色～茶褐 細砂、粗砂、細礫多ナデ、ナデ後沈線3条、内：ナ 色、煤付着、淡黄
デ 褐色～茶褐色
図35－3A 黒1 甕 ダト：口糸家音β亥‖目、　口糸蒙音β～頸音β 良好 暗茶褐色～暗赤褐 粗砂、細礫多ナデ、体部ヨコハケ、沈線3 色、赤褐色～暗茶
条、内：口縁部ナデ、体部ハケ 褐色
後ナデ
図35－4A 黒2 甕 外：タテハケ後沈線3条、内： 良好 明赤褐色～暗赤褐 粗砂、細礫多ナナメハケ 色、明榿灰褐色
図35－5A 深堀 甕 外：ナナメハケ後、沈線3条、 良好 暗赤茶褐色、明榿 粗砂、細礫多内：明榿褐色 褐色
図35－6A 黒2 甕 外：ナナメハケ後沈線3条、煤良好 明赤褐色～暗赤茶 粗砂、細礫、石英粒多付着、内：ナデ 褐色、暗榿灰褐色
図35－7A 黒2 壼 外：ナデ、沈線で文様、内：ナ 良好 明茶褐色～黒褐色 細砂、粗砂、細礫、石英粒デ外傾接合 （黒斑あり）、明 多
茶褐色
図35－8A 黒1 壼 外：ナナメ方向ミガキ、底部付 良好 赤榿褐色、暗赤茶 石英粒多、稀に細礫近やや強いヨコナデ、内：ヨコ 褐色
ナデ
図35－9A 黒1 甕？ 内外：ナデ、底部外：植物圧 良好 明赤燈褐色～暗榿 石英粒多、稀に赤色砂粒痕？粘土ヒモ接合痕残る 褐色、暗榿茶褐
色、底：暗榿茶褐
色




図35－llC 黒2b～黒甕 外：ナナメ～ヨコ方向ハケメ後 やや 淡燈灰褐色、淡黄 細砂、粗砂、細礫多
3 粗いナデ、部分的にハケメ残 不良 灰褐色、底：榿褐
る、底部ハケメ後ナデ、内：ナ 色
ナメ方向粗いハケメ
図36－1A 黒1 壼 外：ロ縁部凹線3条、頸部ヨコ 良好 淡黄褐色、淡黄褐 細砂、粗砂ナデ、内：口縁部ヨコナデ、頸 色～淡茶褐色
部ナナメハケ
図36－2A 黒1 壼 内外：ヨコナデ 良好 淡赤褐色、淡赤褐 胎土精良、白色粒子わずか色～淡黄灰褐色





番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図36－4A 黒1 甕 外：頸部ヨコナデ、体部タテハ 良好 黒褐色、煤付着、 白色粒子多ケ、内：頸部ヨコナデ、体部ナ 淡灰黄褐色
ナメハケ、一部ナデによりハケ
メ消される
図36－5A 溝i1 甕 外：縦方向ヘラミガキ、内：縦 良好 淡黄赤褐色、淡黄 細砂、粗砂比較的多、白色方向ヘラケズリ、底部一部指押 灰褐色～暗赤褐色 粒子多
さえ
図36－6A 黒2 器台 外：頸部縦方向ミガキ後、凹線 良好 赤褐色（赤彩）、 細砂少3条施文、脚部ヨコナデ、内： 明茶褐色
タテハケ後ナデ、脚部タテハケ
後粘土貼り付け




図36－8A 撹乱 高杯 外1縦方向ヘラミガキ、脚端部良好 黄褐色 細砂、粗砂、細礫比較的多に沈線1条、内1ナナメ～ヨコ
ハケ、脚端部ヨコナデ
表3　出土遺物観察表（土師器）
番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土







内外：ヨコナデ 良好 淡黄灰褐色 細砂、粗砂比較的多く含む
図36－11C 砂礫～灰砂 小型壼 内外：ヨコナデ 良好 淡黄灰褐色 細砂、粗砂比較的多く含む
表4　出土遺物観察表（須恵器）
番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
















番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土






番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図26－2C 土坑8 小皿 外：ナデ、内：ナデ、底部：静
~糸切り
良好 明茶褐色 細砂微量、赤色小粒若干
図26－3C 土坑8 小皿 内外：ヨコナデ 良好 黄榿褐色 細砂







図27－4C 黒3 小皿 良好 淡榿色 細砂、赤褐色粒





















図26－5C 黒2 青磁碗 良好 淡緑灰色 胎土精良
図27－9C 黒2b 青　磁q？
良好 淡黄緑灰色 胎土精良
図27－3C 黒3 青磁碗 良好 明淡緑灰色
表7　出土遺物観察表（瓦質土器）
番　　号 地点 層序・遺構 器種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図26－6C 土坑4 羽釜 内外1ヨコナデ 良好 暗灰褐色～黒色 細砂、粗砂多







図26－8C 土坑5 鍋 内外：ヨコナデ（但し器壁は摩
ﾅ著しい）
良好 暗灰褐色 細砂、粗砂、細礫多





図27－13C 黒1～黒2蓋 一部を焼成前に切り取っている 良好 黒色 白色砂粒
表8　出土遺物観察表（須恵質土器）
番　　号 地点 層序・遺構 器　種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図26－9C 土坑9 甕 内外1ヨコナデ 良好 暗青灰色、淡青灰
F～灰白色
細砂、粗砂、細礫やや多




















番　　号 地点 層序・遺構 器　種 形態の特徴と技法 焼成 色　　　　調 胎　　　　　　　土
図27－2C 黒3 土錘 良好 黄榿色～赤褐色 細砂比較的多
図27－12C 黒2～赤褐F
土錘 良好 淡榿褐色 細砂、粗砂、外面器壁剥落
表10　出土遺物観察表（石器）





図10－1A 埋設土器内 石匙 着柄部の突出が明瞭な定型的な石匙。刃部yび身の半分が摩滅。 安山岩 56 97 11 47．4 分析
図15－1A 遺物集中 磨石 平坦部に磨り面あり。 粘版岩 15212250 1050
図15－2A 遺物集中 磨石 平坦部に磨り面あり。 粘版岩 12811553 710
図15－3A 遺物集中 石核 破片 安山岩 80 61 24 80．2 分析
図15－4A 遣物集中 石核 破片’ 安山岩 82 78 24 100 分析
図15－5A 遺物集中 剥片 不定形剥片。使用痕のあり。 黒曜石 27 21 9．8 3．7 分析
図19－1A 前期一括 石錐 錐部の先端が欠損。破片 黒曜石 23 19 9 3．4 分析
図19－2A 前期一括 刃器 不定形剥片を利用。刃部に2次加工あり。 黒曜石 31 30 21 5．5 分析
図19－3A 前期一括 剥片 不定形剥片を利用。2次加工のあり。臨機I
黒曜石 41 31 12 2．3 分析
図ユ9－4 A 前期一括 石核 不定形剥片を利用。。破片 黒曜石 32 20 12 5．2 分析
A 包含層一括 剥片 不定形剥片。使用痕なし。 黒曜石 34 23 6．5 4．1 分析
図21－4A 土坑2 石鍬 靴べら状に刃部が反る。刃部の摩滅は顕著ﾅない。 安山岩 11973 26 290．2
図33－1A 黒色層1 石鍬 半円形の大型刃器。刃部に縦方向の線状痕ｪ顕著。 安山岩 10413830 410
図33－2A 黒色層1 石鍬 三角形状を呈し、刃部に縦・斜め方向の線?ｭをもっ。 安山岩 15893 22 400．5
表11　出土遺物観察表（石製品）
番　　号 地点 層序・遺構 器　種 形態と特徴の技法 石　材 備　　　　　　考
図27－1C 黒3 石鍋 内面下半擦痕あり 滑石製
表12　出土遺物観察表（金属製品）
番　　　号 地　　　点 層　序　　・　遺　構 器　　　　　　　種 長（mm）幅（㎜） 厚（㎜） 重（9）






































番号 石　材 器　　種 SiTiAlFeMnMgCaNaK P RbSrZr原産地推定
A 黒曜石 二次加工石器 75．20．1212．92．270．061．230．742．434．840．10123一 461 久見
B 黒曜石 石錐 74．960．1012．972．150．051．340．663．024．540．11111一 389 久見
C 黒曜石 石核 74．50．1113．02．130．041．370．723．294．580．14101一 434 久見
D 黒曜石 二次加工石器 74．540．0913．092．060．051．350．683．364．550．12106一 391 久見
E 黒曜石 使用痕石器 73．750．1013．242．10．051．380．703．764．580．18110一 404 久見
F 黒曜石 使用痕石器 74．510．1212．872．140．061．410．713．474．530．10115一 417 久見
G 安山岩 石核 62．950．8916．86．610．141．783．774．442．100．31 32535399未確認原産地
H 安山岩 石核 63．190．9116．946．440．141．713．794．362．140．25 33498392未確認原産地

































































































































































































































































1縄文施文 ∬条痕文 縄文原体 条痕原体
A B C D E A B LR RL無節 撚戻し 貝 その他
埋設土器 1
縄文ピット 1
遺物集中 44（22／1）58（3／2） 1 3 4 68（56／8） 3 1 3 5 3
前期包含層 1 18 23 14 7 28（8／3） 2 2 2 11 2
黒色層1～2 1 2 8 7 9 2 6
その他
小計 2 64（22／1）90（3／2） 0 2 24 11








































































































































































































































































A B C D E A B LR RL 羽状縄 無　節 撚戻し
菱根 20 48 18 3 0 3 0 58 1 2 1 16
島大溝内1次調査 13 20 16 0 0 28 13 16 13 0 6 0
福呂1 0 23 57 0 2 3 4 22 3 0 1 3
福呂n 2 20 31 0 0 21 7 32 4 0 2 2






0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
必



























口唇 隆帯の 隆　帯土器型式 口　縁　部 体　　部 底　　部 文様施文原体 縄　文 条痕文 貼　付刻み 有　無 タイプ





島大構内1 波状・平 細めの長 丸底・平 単節縄文（LR・RL拮A・B・A・B ○ ×
次調査式 縁・ハの字 胴 底 抗）・無節（2・r）・ C
外反 条痕文
福呂1式 波状（多）・ 細めの長 丸底 単節縄文（LR主体）・ A・B・ A・B ○ ○ 1・3
平縁（少）・ 胴 i撚り戻し（R）　・無節 C・E a　’　C一やや内湾直 （2・r）・条痕文
立
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